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 授業のねらい 

小選挙区制による模擬選挙を体験
し，その問題点について考える活
動を通して，小選挙区制のしくみと
その問題点について自分の言葉で
説明できるようにする。 

 



 ＩＣＴ機器の活用場面① 

 

写真① 写真② 

Benesse「ミライシード ムーブノート」の機能を使
い、模擬選挙を行った。集計をすぐに出すことが
でき、時間短縮ができた。 

 



 ＩＣＴ機器の活用場面② 

 

写真③ 写真④ 

それぞれの選挙区の選挙結果を見て、気付いた
ことを書き、提出BOXに提出する。全員で確認し、
小選挙区制の問題点を考える。 



 生徒の反応 

・タブレットＰＣを使用した授業は生徒の関心・意欲がとて
も高い。 

・瞬時に選挙（投票）結果を表示することができたため,小
選挙区制の問題点を深く考えさせる時間が設けられ,そ
の結果,理解が深まった。 

・挙手―指名型の発問では,発言をした生徒だけの意見
しか知ることができないが,一人一台タブレットＰＣを配布
し,画面共有をすることで,クラス全員の意見を知ることが
でき,他者の意見を参考にしたり,自分の考えを加筆・修
正したりすることができた。 



 成果と課題 

＜成果＞ 

・ＩＣＴ機器を使用せずに実践していた授業案を,ＩＣＴを活

用する授業案に修正して行った。授業準備にかかる時間
はそれまでよりも多くなったものの,模擬選挙の集計にか
かる時間が大幅に短縮され,その時間をより深く考えさせ
たり,まとめと振り返りの時間に充てたりすることができた。 

・小グループで話し合って深めた個人の考えや,班の考え
を,『オクリンク』の提出ＢＯＸ機能を利用することで,事後
の評価に活用できたり,単元の終わりなどで生徒に再配

布したりすることで生徒の単元の学習の振り返りを行うこ
とができた。 


